
minne作家様向け 
はじめての確定申告講座 

平成２９年２月３日 

                      本日の内容 
 
  １．確定申告とは? 
  ２．所得の計算と種類 
  ３．青色申告と白色申告 
  ４．minne作家様の所得計算 
  ５．所得控除 
  ６．所得税の税率 
  ７．税額控除 
  ８．確定申告の提出書類 
  ９．確定申告の影響 
 
  【参考】帳簿記入と決算書作成 
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１．確定申告とは 

確定申告とは・・・ 
 
  自身の所得（利益・もうけ）を計算し「確定」させて、税務署に「申告」し、 
  所得に対して課せられる税金（所得税）を納める手続きをいいます。 
  ※税金を払い過ぎている場合に返してもらう（還付）場合にも確定申告の手続きが必要です。     

会社員の場合 個人事業主等の場合 

収入（給与） 
収入（売上） 

会社員の所得は、給与を支払う会社が 
把握できるので本人に代わって年末調整という
手続きをすることで所得税を確定できます。 
多くの方は確定申告する必要がありません。 

個人事業を行う場合は売上先が複数になります。 
よって、本人しか収入額を把握できませんし、 
かかった経費も本人しかわかりませんので自身 
で確定申告をする必要があります。 
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所得の計算期間は・・・ 
 
 個人は１月１日から１２月３１日までの１年間の所得及び 
 所得税額を計算します。 
   

確定申告書の提出期間は・・・ 
 
 計算した期間の翌年の２月１５日から３月１５日まで 
    
   ※３月１５日が土曜・日曜の場合は週明けの月曜日になります。 
   ※還付申告の場合は１月から提出できます。 
   

１．確定申告とは 
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提出の方法は・・・３種類あります。 
  
  ① 確定申告書用紙を税務署へ持ち込む方法 
  ② 確定申告書用紙を郵送する方法 
  ③ 電子申告（インターネットで申告）を利用する方法 
 
    ※ 確定申告の用紙はどこの税務署でも受取れます。 
      国税庁HPよりダウンロードも可能です。 
    ※ 国税庁HPの「確定申告書等作成コーナー」では数字などを入力するだけで所   
      得税額を計算できます。完成後、印刷したものを①又は②の方法で提出する 
      こともできます。 
        「確定申告書等作成コーナー」のURLはこちら→https://www.keisan.nta.go.jp/h27/ta_top.htm#bsctrl 
 
    ※ ②の郵送の場合には確定申告書の控えを返送してもらうため、切手を貼った 
      返信用封筒を同封しましょう。 
    ※ ③の電子申告には事前登録、電子証明書、カードリーダライタなどが必要です。  

提出先は・・・ 
 
  原則として住民票の住所を管轄している税務署へ提出します。 
    
   ※管轄税務署はインターネットで検索することができます。 
   ※お住まいと仕事場が異なる場合、届出書を提出すれば仕事場の所在地を 
    管轄する税務署に変えることもできます。 

  

  

１．確定申告とは 
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 納税の方法は・・・ 
 
  ①納付書を作成して、税務署又は金融機関にて納税する方法 
  ②振替納税（口座自動引落）を利用する方法 
  ③電子納税（ﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞなど）を利用する方法 
  ④クレジットカード納付を利用する方法（２９年１月より開始） 
     ※②、③、④は事前の手続きが必要です。 
     ※④のクレジットカード納付には、納税額1万円毎に７６円（消費税別）の 
                  決済手数料がかかります。 

 所得税を支払う時期は・・・ 
 
  提出期限と同じ３月１５日までに所得税・復興所得税を納めます。 
   ※あらかじめ振替納税（口座自動引落し）の手続きをしておくことで 
     ４月２０日頃に口座から引き落とされる方法を採ることも可能です。 
   

  

  

１．確定申告とは 
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※納付書見本（国税庁HPより一部抜粋） 

税目番号 自身の整理番号 提出先税務署名 税目（税金の名称） 

住所・氏名・電話番号 対象期間 納税額 

１．確定申告とは 
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 確定申告を（期限までに）行わないと・・・ 
 
  無申告加算税、延滞税といったペナルティが発生します。 
 
 
 所得税の額を間違えて少なく申告すると・・・ 
 
  過少申告加算税、延滞税といったペナルティが発生します。 
 
 
 故意に所得税の額を少なく申告すると・・・ 
 
  重加算税という重いペナルティが発生します。 
 
 
 

納税は国民の義務です。期限までに、正確に、 
確定申告と納税をしましょう！ 

  

  

  

１．確定申告とは 
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収入 － 必要経費 ＝ 所得金額 
 
                                                        ※必要経費・・・「収入」を得るために必要な支出等のこと 
                                                                                     です。よって、収入に無関係な支出（家事 
                                                                                     費など）は含みません。 
 
所得金額 － 所得控除 ＝ 課税所得 
 
                           ※所得控除・・・税率を乗じる前に所得金額から差引ける 
                                                                                    ものです。配偶者控除・医療費控除・ 
                                                                                    社会保険料控除などがあります。 
 
課税所得 ×  税率 ＝ 納税額  
 
 
納税額 － 税額控除 － 源泉徴収税額 ＋ 復興所得税額 ＝ 申告納税額  
     
              ※税額控除・・・      納税額から差引けるものです。 
                                                                             住宅ローン控除などがあります。 
 
                                                                 ※源泉徴収税額・・・所得税の前払い分です。 
 
      ※申告納税額・・・   今回の確定申告で納付する税額です。 
                                                                  

※総合課税を前提としています 

２．所得の計算と種類 

所得税計算の流れ 
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２．所得の計算と種類 

9 



「所得」は・・・１０種類あります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 minneの作家様の収入は「事業所得」又は「雑所得」に該当すると考えられます。 
 
  税金計算上お得な「青色申告」をすることできるのは「事業所得」を生じる方です。 
  
 「事業所得」と「雑所得」の判別の明確な基準はありませんが、 
 ①一定の規模以上の収入があること ②収入が毎年継続すること 
 の両方を満たす場合は「事業所得」といわれています。 
 
 ※税務調査等で「事業所得」を「雑所得」と指摘されたり「雑所得」を「事業」と指摘された場合、 
  思わぬ追加の納税やペナルティーが生じる可能性もありますので、ご不安な方は税務署にお問い合わせされる 
  ことをおすすめ致します。 

２．所得の計算と種類 
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 確定申告には「青色申告」と「白色申告」という２種類の申告方法があります。  
 
 事業所得、不動産所得、山林所得を生ずべき業務を行う人は税務署の承認を得て 
青色申告をすることができます。 

３．青色申告と白色申告 

青色申告と白色申告の比較 
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 ①青色申告特別控除 
   所得から差引ける特別控除が受けられます。 
     
    単式簿記により決算書を作成  ⇒１０万円 
    複式簿記により貸借対照表を作成⇒６５万円 
 
 ②赤字の繰越 
   所得がマイナス（赤字）だった場合、翌年から３年間、所得から控除できます。 
 
   例 H２８年は…５０万円の赤字 
     H２９年は…本来は１００万円の黒字…でも、 
            １００万円ー５０万円（２８年の赤字）＝所得５０万円！ 
           ５０万円にしか税金がかかりません。 
 
 ③青色事業専従者給与 
    共に事業を営む家族へ支払う給料を全額「経費」とすることができます。 
    ※事前に届出書の提出が必要です。また事業に「専従」していなければならないので、 
       他に収入のある家族へは適用されません。適用する家族は扶養控除を受けられません。 
 
 ④少額減価償却資産の特例 
   １個あたり１０万円以上で購入したものは「固定資産」とされ、原則は購入した 
   年に全額が必要経費とならず、数年間に渡り必要経費にしていくことになります。   
   この特例を受けることにより１０万円以上であっても３０万円未満のものであれ  
   ば全額を購入した年の必要経費にすることができます。 
      ※特例対象資産の購入額が年間合計で３００万円までという制限があります。 

３．青色申告と白色申告 

青色申告の特典 
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 税務署へ「個人事業の開廃業等届出書」を提出し、一定期間内に「所得税の青色申告承認申請書」を 
 提出しておく必要があります。 
 
      平成２８年分の確定申告について青色申告が出来るのは・・・ 
  
    ⇒ 平成２８年３月１５日までに青色申告承認申請書を提出している 
    ⇒ 事業開始から２か月以内に青色申告承認申請書を提出している 
      （平成28年１月15日までに開業した方は3月15日まで） 
    ⇒ 以前から青色申告をしている 
 
      いずれかに該当している場合です（取消等があった場合を除く）。 
      該当しない方は平成２８年分の確定申告は白色申告となります。 
 
     ２９年分（来年確定申告をする年分）から青色申告をしたい方は 
 
 
 
 
 
 
 ※下記書類を提出していない方はこちらも提出しておく必要があります。 
   「個人事業の改廃業等届出書」 ⇒ 税務署へ提出 
   「事業開始等申告書」     ⇒ 都道府県税事務所へ提出 
 
 ※青色申告の特典の③「青色事業専従者給与」を支払う場合には下記の届出書を提出しましょう。 
   「青色事業専従者給与に関する届出書」 ⇒ 税務署へ提出 

３．青色申告と白色申告 
青色申告をするための手続き 

  今回の確定申告と同時に（3/15まで)「青色申告承認申請書」を 
 忘れずに提出しましょう！！ 
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「個人事業の開業・廃業等届出書」 
青色申告を受けることができる「事業所得」 
として確定申告するために提出しましょう。 

「所得税の青色申告承認申請書」 
「事業所得」等を営む方が青色申告をするためには 
事前に税務署に提出が必要です。 

（国税庁HPより引用） ３．青色申告と白色申告 
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minne作家様の所得は・・・ 
 
ｍinneによる収入のみの方 
 
 
         収入金額 － 必要経費 ＝            総所得金額 

 
 
会社勤務による給与収入とｍinneによる収入がある方 
 
           給与収入 － 給与所得控除 ＝ 給与所得 ① 
 
 
         収入金額 － 必要経費 ＝                  ② 
 
 
    ① ＋ ②      総所得金額 
 
  ※給与所得控除はいわゆる「サラリーマンの概算経費」です。収入に応じて金額が定められています。 
   ※他にも所得がある場合は別途計算が必要です。 

４．minne作家様の所得計算 
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事業所得 
又は 

雑所得 

事業所得 
又は 

雑所得 



確定申告をしなくてもよいケースは・・・ 
 
 
 minneによる収入のみの方 
 
  事業所得又は雑所得 － 所得控除 ≦ ０円 
  
上記の場合には所得税は生じませんので確定申告をしなくてもよい、とされています。 
 
※どなたにも基礎控除の３８万円がありますので所得が３８万円以下であれば確定申告をしなくてよいことに 
   なります。 
※青色申告で赤字を繰越す場合、還付を受ける場合は確定申告が必要です。 
※国民健康保険などは課税所得０円以下の確定申告をすることで保険料が減少することがあります。 
※「事業所得」を生じる場合、申告は不要でも帳簿作成は必要です。 

 給与収入とminneによる収入がある方 
 
  事業所得又は雑所得 ≦ ２０万円 
  
上記の場合には確定申告をしなくてもよい、とされています。 
 
※１社からの給与のみで、年末調整をしている場合等に限ります。 
※青色申告で赤字を繰越す場合、還付を受ける場合は確定申告が必要です。 
※「事業所得」を生じる場合、申告は不要でも帳簿作成は必要です。 

４．minne作家様の所得計算 
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給与所得は源泉徴収票に記載されていますので 
実際は計算する必要がありません。 

給与所得の計算方法 

４．minne作家様の所得計算 
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給与所得控除額（参考） 
国税庁HPより引用 



「収入」と「必要経費」を集計するために入金や支払いを「記録」をします。 
これを帳簿記入といい以下の２つの方法があります。 
   
『単式簿記』  
  
イメージは家計簿です。作成は比較的簡単です。 
 
「いつ」「何に」「いくら」現金や預金を使ったか、などを記録し、⇒ 必要経費 
「いつ」「誰に」「いくらで」売ったか、などを記録し、      ⇒  収入 
 
これらを集計することで収入と必要経費を計算します。 
 
『複式簿記』 
 
日々の「取引」を「仕訳」という簿記の技術を使い記録していきます。 
現金や預金その他の財産などの残高やその増減の原因なども把握可能です。 
 
簿記の知識が多少必要ですが、パソコンや専用のソフトを使用することで 
どなたでも作成できます。 
 
青色申告特別控除の６５万円を受けるためには複式簿記による記帳が必要です。 

事業所得の計算方法 

  

  

４．minne作家様の所得計算 
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 雑所得は帳簿作成不要（？）です。 
 
 法的には記帳制度の対象は「事業」「不動産」「山林」に限られています。 
 
 ただし、「売上」と「必要経費」の集計は必要ですので記録は行い、 
   通帳や領収証、請求書などは保存しておきましょう。 
   
 
  一年間の売上の合計額  ＝  収入 
 
 一年間の必要経費の合計額 ＝ 必要経費 
 
  

雑所得の計算方法 

  

  

４．minne作家様の所得計算 
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  販売した作品の代金です。 
 
 正確には口座入金額ではありません。 
minne利用の手数料や振込手数料が差し引かれているからです。 
 
   例  作品を１０，０００円で販売し、minne利用手数料１，０８０円と 
        振込手数料１７２円が差し引かれ口座に８，７４８円入金された。 
 
        収入金額（売上）は１０，０００円です。 
        利用手数料と振込手数料の合計１，２５２円は必要経費となります。 
    
               収入         必要経費                  所得           
         １０，０００円 － １，２５２円 ＝ ８，７４８円 
 
 
口座入金額を売上としていても所得の計算は同じ結果になりますが、 
正しい処理方法とはいえませんし消費税の納税義務の判定を誤ることがあります。 
 
 ※基本的には１年間の売上が１千万円を超えるとその翌々年から消費税の申告・納税をしなくてはいけません。 
 
  ※販売会等で現金販売する場合は複写式の領収証を使用するか、 
     ノート等に作品名と販売した金額を記録しましょう！ 

収入金額ってどんなもの？ 

４．minne作家様の所得計算 
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 作品を製作・販売するために支払う金額です。 
 
  例  ・作品の材料、塗料などの購入代 
     ・作業する机、椅子、パソコン（ソフト代含む）、作品撮影用のカメラなどの購入代 
     ・製作に必要な工具、道具、機械などの購入代 
     ・作業場や取材、撮影場所までの交通費 
     ・作業場の家賃。自宅利用の場合には面積等を基準に一部含めても可。 
     ・作業場の電気、ガス、水道代。自宅利用の場合、同上。 
     ・事業に必要なインターネット、携帯などの通信費 
     ・作品の参考になる雑誌、書籍代 
     ・minne利用料、振込手数料、作品送料 
     ・minneのアトリエ参加費、交通費 
     ・情報交換などのための他の作家さんとの打合せお茶代 
     ・人を雇っていればその方の人件費 
     ・作業着 
     ・これらの支払いを振込する場合の振込手数料 など 
     
必要経費に含められないもの 
     ・家庭用のもの、事業に関係ない支出 
     ・生命保険料、国民健康保険、国民年金、医療費など → 必要経費ではなく所得控除 
     ・借入金の返済（元本）  など 

必要経費ってどんなもの？ 

４．minne作家様の所得計算 

  

税金を過大に払うこと
のないように、もれな
く計上しましょう。 
確定申告後も領収証や
請求書等は大切に保存
しましょう。 
（７年間） 
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 １２月末時点で未販売の作品にかかった材料費等や制作中の作品の材料費等、
余っている材料の購入費は必要経費から除く必要があります。 
（翌年以降の必要経費になります） 
※ここでは便宜的に「仕掛品」と呼ぶことにします。 
 
 
必要経費にかかる支出額 － 期末仕掛品 ＋ 期首仕掛品 ＝ 必要経費 
                その年の仕掛品    前年の仕掛品  
 
 
 １２月末時点での未販売・作成中の作品リスト、余り材料のリストを作成しま
しょう！ 

収入・必要経費、計算上の注意点 

 １２月末に作品を送付し、来年１月以降に入金になる場合 
 
    ⇒ １２月中の売上（収入）になります。 
 

４．minne作家様の所得計算 

  

  

22 



    ①minne専用口座を作りましょう！ 
 
    ②インターネットバンキングを利用しましょう！ ⇒経費の振込を専用口座から 
 
    ③事業専用のクレジットカードを作りましょう！ ⇒引落しを専用口座から 
 
    売上の入金、材料費等の振込、経費の口座引き落とし等を専用口座に集約でき、 
          集計がとても楽になります。 
   現金払いの経費はなるべく少なくするのがポイントです。  

賢い帳簿記入 

    ④現金支払い経費はノートや表計算ソフトに記録しましょう！ 
     
    専用口座に集約することも限界があります。領収証はしっかり保存しておきましょう。 
         Excelなどの表計算ソフトを使って、日付・金額・内容などを記録しておきましょう。 
      

青色申告をするなら会計ソフトを利用すると便利です 
 
購入してパソコンにインストールする会計ソフトの価格は７千円～２万円位です。 
クラウド型は継続して使用すると年間１万円位です。 
 
①～④を会計ソフトに入力・取り込み、決算書の作成をしましょう！ 
   
      

４．minne作家様の所得計算 
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『所得控除』とは・・・ 
  
  帳簿記入をして算出した「所得金額」から差し引くことができる下記の 
 １４項目です。 

控除を受けるための要件や上限額が設けられている場合があります。 
ご自分が該当する項目は税務署で受け取れる「確定申告の手引き」で確認しましょう。 
今回は該当される方が多い項目を解説致します。 

（国税庁 確定申告の手引きより抜粋） 

５．所得控除 
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  会社員の方・・・健康保険料、介護保険料、厚生年金などお給料から徴収されて 
              いる金額です。全額が控除できます。 
                             ※源泉徴収票に記載されています。 

 
     個人事業主・・・国民健康保険料、国民年金保険料などの支払額です。 
             全額が控除できます。 
                             ※支払証明書などが届きますのでご自身で集計が必要です。 
                国民年金の支払証明書は確定申告書に添付する必要がありますが 
              国民健康保険料は添付不要です。 
 

    家族分（生計を一としている）の社会保険料を支払っている場合も合算して控除できます。 
 
  

５．所得控除 

『社会保険料控除』 
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支払った保険料を「（一般）生命保険」「個人年金保険」「介護医療保険」の３区分ごとに 
それぞれ控除額を計算しその合計額です。（上限１２万円） 
※秋頃に保険会社から送られてくる「生命保険料控除証明書」を確定申告書に添付する必要があります。  

５．所得控除 

『生命保険料控除』 
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病気や怪我の治療費として支払った金額が年間で１０万円を超える場合 
             又は                    
 総所得金額が２００万円未満で医療費がその５％を超える場合 
 
 【対象となる主なもの】 
  病院への治療費・入院費の支払（出産費用等も含みます） 
  薬局等で購入した薬代 
  病院への交通費（基本的に公共交通機関） 
   ※生計を同じくする家族の医療費も含めることができます。 
   ※健康保険の制度や保険金で補てんされる金額は医療費から差引く必要があります。 
 
 【所得から控除できる額】 
  控除額 ＝ 医療費合計 ー 保険金等の補てん額 － １０万円  
   
    つまり１０万円を超える部分だけが所得から控除できます。（上限あり） 
 
 【医療費の明細書と領収証の添付】 
  医療費の明細書を作成し、領収証を添付して確定申告をする必要があります。 

５．所得控除 
『医療費控除』 

27 
※平成２９年から「セルフメディケーション税制が創設され、要件を満たす場合で一定の市販薬の年間購入額が 
12,000円を超える額（上限は88,000円）を総所得金額から控除できることとなりました。（医療費控除との選択適用） 
 ２９年分の市販薬の領収証はご家族の分も含めて保管しておくことをおすすめ致します。 

医療費控除が受けられます ⇒ 



所得税の税率・・・ 
 
所得税は累進課税という所得が増えるほど高率の税率が課される 
仕組みとなっています。 

６．所得税の税率 
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税額控除とは・・・ 
 
  

（国税庁 確定申告の手引きより抜粋） 

７．税額控除 
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確定申告での提出書類は・・・①と②をセットで提出します。 
 
 ① 申告書類 

確定申告書 第一表 確定申告書 第二表 添付書類台紙 

「控用」も提出します 「控用」も提出します 

確定申告書には「A」と「B」があります。 
全ての方が使える仕様になっている「B」を使いましょう。 

源泉徴収票、保険料控除証明書などを添付します 

８．確定申告の提出書類 
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確定申告での提出書類は・・・ ①と②をセットで提出します。 
 
 ② 決算書類（雑所得の場合は不要です） 

白色申告の場合 
「収支内訳書」 

青色申告の場合 
「青色申告決算書」 

「控用」も提出します 

「控用」も提出します 

※医療費控除等の所得控除や税額控除を受ける場合は、必要な書類を別途添付します。 

８．確定申告の提出書類 
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確定申告をすると、以下の手続きも同時に完了します。 
 
・個人住民税の申告手続き 
・個人事業税の申告手続き 
・国民健康保険の手続き 
 
これらの納税・支払額は本人が計算する必要はありません。 
都道府県や市区町村が計算し、後日、納付書などが送られてきます。 
 
副業を会社に知られたくない方 
 
会社員の方は原則として、会社から支払われるお給料から住民税を徴収され納付しますが、副業に
関する住民税を含んだ金額が役所から会社に通知されるため副業をしていることが判明してしまう
ことがあります。 
  
必ず確定申告書の第二表の「住民税に関する事項」欄には、 
「自分で納付（普通徴収）」に☑を入れましょう。  

  

会社に知られたくない方は 
「自分で納付」に○ 

９．確定申告の影響 
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第２表の右下 

  



            複式簿記の解説 
 
「取引」 
簿記における「取引」とは日常で使われるものと多少異なります。 
簿記では「事業に関する財産等の増減に係るあらゆる事象」を「取引」といいます。 
例えば、「商品が盗まれてしまった」、「火事で事務所が燃えてしまった」といった事象も 
簿記では「取引」とされ、記録する必要があります。 
 
「仕訳」 
簿記における記録の方法です。 
仕訳をする際に後で内容がわかるように取引に名称（勘定科目といいます）を付します。 
その勘定科目は次の５つのグループに帰属します。 

【参考】帳簿記入と決算書作成 
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「仕訳」のつづき 
 
１つの取引を２つの勘定科目で記録します。 
左右にそれぞれ勘定科目と金額を記録していきます。 
左側を「借方」、右側を「貸方」といいます。 

※仕訳の「借方」と「貸方」の金額の合計額は必ず同額になります。 

【参考】帳簿記入と決算書作成 
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「仕訳」のつづき 
 
 記録した勘定科目と金額は、５つのグループに集計され、「貸借対照表」と
「損益計算書」といった「決算書」が完成します。 

元々は仕訳帳に記載したものを元帳に転記・・・といった作業が必要でしたが、会計ソフトを
使用することで仕訳の入力がされれば「貸借対照表」や「損益計算書」は自動的に集計され完
成します。 
 
《収益》が収入金額、《費用》が必要経費、《利益》が所得金額 となります。 

【参考】帳簿記入と決算書作成 
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『減価償却』 
 
 １個、1式あたり１０万円以上で購入したものは「固定資産」となり、購入した
年に全額経費とすることができません。 
 資産ごとに決められた「耐用年数」に渡り必要経費としていく処理を「減価償
却」といいます。  

※前述した青色申告の特典である「少額減価償却資産の特例」や毎年1/3ずつ経費とできる一括償却資産とい
うものもありますがここでは説明を割愛させていただきます。 

【参考】帳簿記入と決算書作成 
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本日はご参加くださいまして 
ありがとうございました。 

当事務所のご案内 

確定申告についてのご依頼・ご相談がございましたら 
     お気軽にお問い合わせください。 

    渋谷ひかり法律会計労務グループ 
      (弁護士１名、税理士７名、社労士１名在籍） 
 
  〒150-0031 
  東京都渋谷区桜丘町３－１ TNビル５階 
  TEL  :  03-5459-4120 
    FAX :  03-5459-4121 
  URL :  http://shibuyahikari.jp/(現在休止中） 
  Mail :  iiduka@shibuyahikari.jp 
        
                 担当 :  税理士 飯塚 一博  

 不在にすることも多いので、電子メールにてお問い合わせくだされば助かります。 
        電話又はメールにて折り返しのご連絡致します。 
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